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肱川の恵み⑤ 〔うかしり
夏の夜を連日数十隻の屋形船が下る肱川のうかいは、水郷大洲ならではの情緒あふれるものです。この
うかいは、昭和32年に始まりました。当初はわすか3隻の屋形船でしたが、観光として定着するにつれ、
その数を増やし、今では66隻の屋形船と 3隻のう船をもつまでになり、年間約2万人が大畑1¥1のうかいを楽
しんでいます。
今日では全国に知られる岐阜市長良川、日田市三隅川のうかいとともに肱川のうかいは、四本3大うかい
のひとつに数えられています。肱川では、 屋形船がう船と並んで川を下るところから、他の地方よりう匠
のたくみな綱さばきを鑑賞できると好評を博しています。

今月号のみところ

0ごみの減量・リサイクルできること
身近なことから始めよう・・・….p2 - 3 
00- 157の感染に注意…・・・・…..P 3 
0水道週間は6月 1日-7日 ……P 4 
0ジ、ユニア トライアスロ ンln大洲
参加者募集 …………・・・………… P5 
0市県民税の一部が改正されました

....p 6 
0児童手当の現況届は 6月中に手続
きを.......................................p7 
0ご存じですか一時的保育事業…… P7 

今月の納税は

市・県民税 1期

納期は 6月30日です

市民の動き

平成9年4月30日現在

人口 39，094人 ( +146) 

男 18，649人 ( +78) 

女 20.445人 ( +68) 

世帯数 13，954世帯 ( +145) 

面積 240.99平方キロメートル
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/
ご
み
の
滅

/

間日
〉

で
き
る
之
と
身
近

u
z
s
a
g
-t

• 
リ
ザ
イ
ク
ル

ー
私
た
ち
は
¥
こ
ん
な
に
ご
み
を
出
し
て
い
る
ー

日
本
中
の
ご
み
を
集
め
た
ら
、
一
年
間
で
約
五
千
三
十
万
ト
ン
、

東
京
ド
l
ム
約
百
三
十
五
杯
分
の
量
で
す
。

(平
成
五
年
度
)

こ
れ
は
、

一
人
あ
た
り
に
し
て
、
一
年
間
に
約
四
百
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご

み
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
5 

こ
れ
は

ど
う
し
た
ら
ご
み
を
減
ら
せ
る
の
?

。

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
う
気
持

ち
を
養
う

ご
み
を
捨
て
る
と
き
「
も
っ
た

い
な
い
な
あ
」
と
思
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
ご
み
と
は
い
え
、
も
と
は
自

分
の
お
金
で
買
っ
た
も
の
。
少
し

で
も
長
く
、
大
切
に
、
最
後
ま
で

使
い
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

o
ご
み
に
し
な
い
で
済
む
方
法
を
考

え
る捨
て
る
前
に
、
ご
み
に
し
な
い

で
済
む
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
た
と
え
ば
、
小
さ
く
な
っ
た

洋
服
は
他
人
に
譲
る
、

リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
再
利
用
す
る
、
資
源
ご
み

の
回
収
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
も
ら
う
な
ど
。
大
切
な
資
源
で

つ
く
ら
れ
た
も
の
を
、
最
後
ま
で

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

O
ご
み
は
ヨ
貝
わ
な
い
」
心
ガ
け

す
ぐ
に
ご
み
と
な
る
よ
う
な
不

必
要
な
も
の
は
買
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
過
剰

包
装
は
断
る
、
買
い
物
袋
を
持
参

し
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
は
も
ら
わ
な
い
、

詰
め
替
え
商
品
を
利
用
す
る
、
そ

ん
な
小
さ
な
行
動
が
、
ご
み
の
全

体
量
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

O
ご
み
を
増
や
さ
な
い

生
活
の
中
で
、
な
る
べ
く
ご
み

を
出
さ
な
い
よ
う
工
夫
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
特
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
使
い
捨
て
商
品
は
、
使

っ
た
ら

す
ぐ
に
ご
み
に
な
り
ま
す
。
他
の

も
の
を
代
用
し
て
、
な
る
べ
く
使

用
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

リ
サ
イ
ク
ル
が
も
た
ら
す
も
の

ー
ご
み
の
減
量
か
ら

地
球
環
境
保
護
ま
で
1

①
ご
み
の
減
量

ご
み
の
埋
め
立
て
処
分
場
の
寿
命

が
延
び
、
ご
み
処
理
費
も
少
な
く
な

2 

り
ま
す
。

②
資
源
の
節
約

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
森
林
を
守
り
、

鉄
や
ア
ル
ミ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
は
、
限
り
あ
る
天
然
資
源

の
節
約
に
な
り
ま
す
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約

リ
サ
イ
ク
ル
の
原
料
か
ら
製
品
を

つ
く
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に

節
約
で
き
ま
す
。

④
地
球
環
境
保
護

ご
み
の
減
量
は
焼
却
場
か
ら
の
汚

染
物
質
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
は

工
場
か
ら
の
汚
染
物
質
を
減
ら
し
ま

す
。
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
こ
と

で
、
地
球
温
暖
化
も
防
ぎ
ま
す
。
そ

し
て
、
資
源
の
節
約
は
無
計
画
な
自

然
破
壊
を
減
ら
し
、
生
態
系
の
流
れ

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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ご
み
の
正
し
い
出
し
方

①
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
八
時

ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
出

し
ま
し
ょ
う
。

②
ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
出
し

tAE--
レ
よ
、
っ
。

③
台
所
の
生
ご
み
は
、
水
分
を
よ
く

切
っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

④
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
使
い
切
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ス
プ
レ
ー
缶
に

残
っ
て
い
る
中
身
を
捨
て
る
時
は
、

ま
ず
火
気
が
な
く
風
通
し
の
良
い

屋
外
を
選
び
、
新
聞
紙
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

に
中
身
を
染
み
込
ま
せ
、
ガ
ス
を

抜
い
て
か
ら
口
を
閉
め
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
ガ
ラ
ス
、
針
、
刃
物
な
ど
危
険
な

ご
み
は
、
厚
紙
に
包
ん
で

「キ
ケ

ン
」
と
書
い
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ

、っ
。

⑥
資
源
ご
み
(
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
)
は
、
集
団
回
収
を

利
用
す
る
か
、
資
源
回
収
業
者
に

出
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
再
使
用
で
き
る
ピ
ン
(
酒
ピ
ン
な

ど
)
は
、
販
売
庖
に
引
き
取
っ
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

③
家
電
製
品
な
ど
の
買
い
替
え
の
際

は
、
古
い
も
の
は
引
き
取
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

①
ご
み
の
収
集
場
所
は
い
つ
も
清
潔

に
。
付
近
で
の
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ

、っ。

⑮
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
「
ご
み
」

か
「
資
源
」
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

資
源
ご
み
回
収
へ
奨
励
金
/

大
洲
市
で
は
、
環
境
保
全
の
一
環

と
し
て
、
ご
み
の
減
量
と
再
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
、
新
聞
紙
な
ど
資

源
ご
み
の
回
収
を
自
主
的
に
行
う
市

内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
婦
人
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
団
体
等
に
対
し
、

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

奨
励
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
団
体
は
、
保
険
環
境
課
で
登
録
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

{
対
象
団
体
}

・
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
で
、

地
域
住
民
で
構
成
す
る
団
体

-
お
お
む
ね
二
十
人
以
上
の
団
体

-
年
二
回
以
上
、
地
域
で
資
源
ご
み

の
回
収
を
実
施
す
る
団
体

{
対
象
品
目
}

新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
古

紙
類
、
古
布
類

{
奨
励
金
の
額
}

資
源
ご
み
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き

五
円

生
ご
み
処
理
容
器
に
補
助
/

大
洲
市
で
は
、
市
内
の
各
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
、
堆

肥
と
し
て
の
資
源
化
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
に
対
し
、

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

購
入
希
望
の
人
は
、
保
険
環
境
課

ま
た
は
、
最
寄
り
の
連
絡
所
へ
印
鑑

持
参
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

し
V

【
補
助
対
象
者
】
市
内
に
住
所
を
有

す
る
家
庭
(
事
業
所
を
除
く
)

{
容
器
の
助
成
基
数
}
一
家
庭
に
つ

き
二
基
ま
で

{補
助
の
額
}
購
入
価
格
の
二
分
の

一
以
内
で
、

一
基
に
つ
き
、

三
千

円
ま
で

発
酵
促
進
剤
購
入
に
も
補
助
/

大
洲
市
で
は
、
市
指
定
の
発
酵
促

進
剤
の
購
入
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

発
酵
促
進
剤
は
、
生
ご
み
を
早
期
に

堆
肥
化
で
き
、
生
ご
み
の
い
や
な
臭

い
を
シ
ャ

ッ
ト
ア
ウ
ト
、
ウ
ジ
、
ハ

エ
の
発
生
を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。購
入
希
望
の
人
は
、
保
険
環
境
課

ま
た
は
、
最
寄
り
の
連
絡
所
へ
印
鑑

持
参
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

し
v
{
補
助
対
象
者
}
市
内
に
住
所
を
有

す
る
家
庭

(
事
業
所
を
除
く
)

{
価
格
}

一
袋
五
百
円

(
一
八
リ
ッ

ト
ル
入
り
)

{
助
成
袋
数
}
一
家
庭
に
つ
き
、
五

袋
ま
で

{
補
助
の
額
}
購
入
価
格
の
二
分
の

一
以
内

ご
み
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
ま
で

合

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
2
)

0
・t
5
7
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
O
E
1
5
7
の

感
染
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

昨
年
は
、
圏
内
で
九
千
人
を
超
す

大
量
の
患
者
が
発
生
し
、
十
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
一
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
家
庭
生
活
が
原
因
と
思
わ
れ
る
発

生
例
が
散
発
的
に
続
い
て
い
ま
す
。

家
庭
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
、
っ
。

-
ふ
き
ん
、
包
丁
、
ま
な
板
、
食
器

は
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品

は
、
新
鮮
な
も
の
を
購
入
し
ま
し
ょ

、っ。
-
生
の
肉
や
魚
と
、
果
物
や
野
菜
な

ど
生
で
食
べ
る
食
品
が
接
触
し
な

い
よ
う
、
そ
の
都
度
手
を
洗
い
、

，¥ 1// 

，，¥ ¥ 11 

包
丁
や
ま
な
板
の
取
り
扱
い
に
も

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
0
1
1
5
7
は
熱
に
弱
く
、
七
十

五
度
、
一
分
間
で
死
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
加
熱
調
理
を
十
分
に
し
ま

し
ょ
、
っ
。

-
食
事
や
調
理
の
前
に
は
、
よ
く
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う。

-
も
し
、
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、

下
痢
を
し
た
り
、

気
持
ち
が
悪
く

な
っ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

騒
音
に
か
か
る
指
定
地
域
ガ

変
わ
り
ま
し
た

騒
音
規
制
法
に
基
づ
く
地
域
の

指
定
及
び
環
境
基
本
法
に
基
づ
く

騒
音
に
か
か
る
環
境
基
準
類
型
指

定
が
、
平
成
九
年
五
月

一
日
か
ら

愛
媛
県
告
示
に
よ
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。指定
地
域
を
示
す
関
係
図
面
は
、

愛
媛
県
庁
環
境
局
環
境
保
全
課
及

び
大
洲
市
役
所
保
険
環
境
課
環
境

保
全
係
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1

(内
線
1
6
0
・
1
6
2
)

3 
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水
道
事
業

「
第
五
次
拡
張
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

大
洲
市
の
水
道
事
業
は
、
平
成
二

年
度
か
ら
平
成
六
年
度
に
わ
た
り
、

計
画
給
水
人
口
三
六
、
三
O
O
人
、

計
画

一
日
最
大
給
水
量
二
二
、
三

O

o
dと
す
る
第
四
次
拡
張
事
業
を
実

施
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
指

定
に
よ
り
、
東
大
洲
地
域
に
進
出
企

業
の
計
画
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
急
速
な
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど

に
伴
う
水
需
要
増
加
に
よ
り
、
安
定

し
た
水
の
供
給
が
必
要
と
な

っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
今
年
度
か
ら
五
年
計

川側
一鰍
糊
一一槻
欄
蹴
…一一

畑
一撤
回
繊
維
瀬
川州
岡
山側

面
で
給
水
人
口
四

O
、
0
0
0
人、

計
画

一
日
最
大
給
水
量
三
O
、
o
o

o
dと
す
る
「
第
五
次
拡
張
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

{
事
業
名
}

大
洲
市
水
道
事
業

「
第
五
次
拡
張
事
業」

{
事
業
費
}

二
十
六
億
六
千
万
円

{
事
業
年
度
】

平
成
九
年
度
か
ら

平
成
十
三
年
度
(
五
ヶ
年
)

{
工
事
内
容
}

水
源
地
一
箇
所
、
配
水
池
=
一
箇
所

の
建
設
、
配
管
整
備
約

一
三
、
O

O
O
m
な
ど

-
工
事
期
間
中
は
交
通
規
制
が
予
想

さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
の
新
設
や
修
理
は

市
の
公
認
業
者
ヘ

み
な
さ
ん
の
家
庭
に
供
給
し
て
い

る
水
道
は
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
法
律
に
よ

っ
て
厳
し
く
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
、
水
道
の

新
設
・
改
良
・
修
理
な
ど
を
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
市
の
指
定
す
る
公
認

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認

業
者
で
な
い
者
が
工
事
を
し
た
場
合

に
は
、
給
水
で
き
ま
せ
ん
か
ら
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、

家
庭
で
安
心
し
て
水
道

水
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

工
事
の
工
法
、
使
用
材
料
な
ど
に
細

か
い
基
準
が
設
け
て
あ
る
か
ら
で
す
。

大
洲
市
の
公
認
業
者
は
左
表
の
通

り
で
、
こ
れ
ら
の
業
者
を
代
表
し
て

業 者 名 所在地 電話

情)ア サ ノ設備 北只 24-0783 

淳山水道 工 事庖 田 口 24-2583 

情)いの水道設備 田 口 24-2216 

伊予屋住設 大別| 24-2541 

情)内田電気水道設備 徳森 25-2858 

大塚鉄工所 新谷 25-0300 

岡福水道 工 事居 田口 24-3656 

情)オクタ設備 新谷 24-3674 

情)神田鉄 工 所 東大別! 24-4122 

神 南 E宣 備 菅 田 25-4684 

城戸電業社 徳森 25-2944 

久保鉄士所 八多喜 26-0537 

佐藤水道居 中 村 24-4410 

上甲 建設(栂 大竹 24-5914 

ii句"'" 田 商 庖 新谷町 25-0901 

(掛土居鉄 工 所 東大洲 24-4519 

徳 木フ忙木 言量 備 徳森 25-4023 

情)南予水道住設 東大洲 25-1350 

西 白水道庖 八多喜 26-0265 

情)星加水道設備 八多喜 26-0020 

(有)丸電士業 若宮 24-5351 

情)一原設備 大別| 24-3783 

大洲市管工事協同組合 大別| 23-3398 

市の公認業者一覧表

♀。

水
道
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

圃
メ
ー
タ
ー
の
読
み
方

矢
印
の
と
こ
ろ
の
数
字
を
そ
の
ま

ま
読
み
ま
す
。
小
さ
f£
亦
い
針
は
リ
ッ

ト
ル

(
t
)の
単
位
を
示
し
、
料
金
計

算
に
は
関
係
し
ま
せ
ん
。

画
お
宅
の
ご
使
用
量
は
?

今
回
の
指
一一小
数
か
ら
前
回
の
指
示

数
を
差
し
引
い
た
数
で
す
。

今
回
指
示
数

二
工
ハ
3m

前
回
指
示
数

一
0
0
3m

差
引
使
用
水
量

二
六
3m

-
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
役
目

水
が
流
れ
る
と
、
矢
印
の
赤
色
ま

た
は
銀
色
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
回
り
ま

す
。
も
し
、
ご
家
庭
の
蛇
口
を
全
部

し
め
て
パ
イ
ロ

ッ
ト
が
回
っ
て
い
た

ら
、
ど
こ
か
で
水
が
漏
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
速
や
か
に
大
洲
市
管

工
事
協
同
組
合
ま
た
は
最
寄
り
の
市

公
認
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

※
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
ご
協
力
を

水
道
課
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
を
計

量
法

(八
年
)
に
基
づ
き
、
新
し
い

も
の
に
取
り
替
足
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ノマィロット

4 

般家庭用水道メ ーター
(口径13ミリ)



6月号広報ああず '97

第
三
回
一
ン
ユ

一
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
-m
大
洲

宏
加
者
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
の
健
全
育
成
と
大
洲
市
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

A
7
年

も
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
募
集
要
項
》

{開
催
日
時
】

平
成
九
年
八
月
十
日
同

午
前
九
時
ス
タ
ー
ト

※
前
日
の
九
日
出
は
自
転
車
検
査
と

競
技
説
明
が
あ
り
ま
す
。

{開
催
場
所
}

肱
川

・
肱
川
緑
地
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

{競
技
内
容
}

V
小
学
生

(
A
タ
イ
プ
)

ス
イ
ム
一
一

O
O
m
・
バ
イ
ク
六
回
・

ラ
ン
二
回

V
中
学
生

(
B
タ
イ
プ
)

ス
イ
ム
四

O
O
m
・
バ
イ
ク
一

O

凶
・
ラ
ン
四
回

{参
加
資
格
}

A
タ
イ
プ
は
小
学
四
年
j
六
年

B
タ
イ
プ
は
中
学
一
年
j
三
年

(
健
康
な
男
女
で
完
走
す
る
自
信

の
あ
る
人
)

{定
員
}

百
五
十
人

(
A
・
B
タ
イ
プ
計
)

※
参
加
申
込
多
数
の
場
合
は
先
着
順

と
し
ま
す
。

{参
加
料
}

一
人
千
円

{申
し
込
み
受
付
期
間
}

六
月
一
日
i
六
月
三

O
日
ま
で

{申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
教
育
委
員
会
内

V第3回ジュニアトライアス口ンのコース

ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
実
行

委
員
会
事
務
局

大
洲
市
大
洲
六
九
O
ー一

宮

@
2
1
1
1

(
内
線
5
5
3
・
5
5
4
)

スコ

部

ン

畑

本

ラ

2
'

会

~
周

N
J
4l
i
l
l
-

大

ク
1
イ

スイムコース
1周 0.2蜘

運
動
公
園
水
泳
ブ
l
ル
ガ

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

運
動
公
園
水
泳
プ
l
ル
は
、
今
年

も
七
月
一
日
(
火
)
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
今
年
塗
装
替
え
を
し
て
、
き

れ
い
に
な
っ
た
五

O
m
競
技
用
プ
ー

ル
と
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
l
ル
、
そ
の
他

昨
年
新
し
く
し
た
流
水
プ
l
ル
、
幼

児
プ
l
ル
を
加
え
、
す
べ
て
が
魅
力

い
っ
ぱ
い
で
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
時
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

{オ
ー
プ
ン
時
間
}

七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日

九
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
ま
で

※
七
月

一
日
は
正
午
か
ら
無
料
開
放

し
ま
す
。

※
八
月
三
十
一
日
は
正
午
ま
で

7月1目

8月31日

水泳ブール使用料

使用区分 種 沼リ 使用料

大 人 1人 1回 360円

普通券
局中学生 1人 1回 260円
小学生 1人 1回 210円

個人
幼児(4歳以上) 1人 1回 100円
大 人 11枚綴り 3，600同

回数券
高・中学生 11枚練り 2，600円
小学生 11枚縮り 2，100円
幼児(4歳以上) 11枚綴り 1，000同

30人以上 普通料金の 1割引
団体 50人以上 普通料金の 2割引
100人以上 普通料金の 3割引

5 
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六
月
は
、
市
民
税
・
県
民
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

本
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
地
方
税
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

た。{
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

一

定

率
に
よ
る
特
別
減
税
の
廃
止

平
成
六
年
度
か
ら
三
年
間
実
施
さ

れ
た
定
率
に
よ
る
特
別
減
税
に
関
す

(改正後)

山ti市民税 県民税
200万円以下

100分の3
の部分

100分の2
200万円超以

100分の8700万円下
の部分

700万円超
100分のl21100分の3

の部分

ー・

表1

(改正前)
-ー「

|ぷよ!?市民税 県民税
200万円以下

100分の3
の部分

100分の2
720000万万円円超以下 100分の8
の部分

700万円超
100分のl11100分の4

の部分

る
規
定
が
削
除
さ
れ
ま
し
た
。

二

個
人
住
民
税
の
税
率
の
改
正

什
所
得
割
の
税
率
が
表
ー
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

⑧
退
職
手
当
等
に
係
る
所
得
割
に
つ

い
て
は
平
成
十
年
一
月

一
日
以
後

に
支
払
う
べ
き
も
の
に
適
用
し
、

同
日
前
に
支
払
う
べ
き
退
職
手
当

等
に
係
る
所
得
割
に
つ
い
て
は
改

正
前
の
率
と
な
り
ま
す
。

白
土
地
の
譲
渡
等
に
係
る
課
税
事
業

所
得
等
の
金
額
に
適
用
さ
れ
る
税

率
が
表
2
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

国
超
短
期
所
有
土
地
の
譲
渡
等
に
係

表2

項 目 改正前 改正後

市民税 100分の8100分の 9

県民税 100分の4100分の3

表3

る
課
税
事
業
所
得
等
の
金
額
に
適

用
さ
れ
る
税
率
が
表
3
の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

同
課
税
短
期
譲
渡
所
得
金
額
に
適
用

さ
れ
る
税
率
が
表
4
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

三

超
短
期
所
有
土
地
の
譲
渡
等
に

係
る
事
業
所
得
等
の
課
税
の
特
例

の
延
長

適
用
期
限
が
五
年

(平
成
十
五
年
度

ま
で
)
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
8
)

項 目 改正前 改正後

市民税 100分の11100分の12

県民税 100分の4100分の3

項 目 改正前 改正後

市民税 100分の8100分の9

県民税 100分の4100分の3

表4

6 

国
保
加
入
の
皆
さ
ん

人
間
ド
ッ
ク
を
ど
う
ぞ

大
洲
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
人
間
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
と
き
の
費
用
の

一
部
を
助

成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
疾
病
の
未
然

防
止
及
び
早
期
発
見
に
よ
る
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
で
す
。
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
ぜ
ひ
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
受
診
結
果
を
今
後
の
健
康

指
導
の
資
料
と
す
る
た
め
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
解
の
う
え
、
お
申
し
込

み
ぐ
だ
さ
い
。

{
受
診
で
き
る
人
}

V
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
V
平
成
九
年
四
月

一
日
現
在
で
、
満

三
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人

(
た
だ
し
、
す
で
に
老
人
医
療
受

給
権
者
に
な

っ
て
い
る
人
は
除
く
)

V
前
年
度
中
に
病
院
な
ど
で
入
院
治

(順不同)

医療機関名 実施曜日 婦人科検診

市立大洲病院
月~金 当院内ft24-2151 

喜多医師会病院
月~金 院外ft25-0535 

大洲中央病院 月、木
当院内

ft24-4551 ~日
加戸病院

月~金 院外ft 24-5 1 0 1 

大洲記念病院
月~金 院外ft25-2022 

〔受診できる医療機関〕

療
を
受
け
て
な
い
人

V
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人

一
定
員
}
百
五
十
人
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
抽
選
結
果
は
、
七
月
上
旬

ご
ろ
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{
受
診
期
間
}

平
成
九
年
七
月
七
日
か
ら
平
成
十

年
二
月
二
十
八
日
ま
で

{
申
し
込
み
先
}

V
受
付
期
間

平
成
九
年
六
月
三
日
j
二
十
六
日

V
持
参
品
保
険
証
、
印
鑑

V
場

所

保

険

環

境

課

国

保

係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
5
)

※
受
診
が
決
定
す
る
と
、
市
役
所

か
ら

「受
診
券
」
を
交
付
し
ま

す
。
受
診
日
時
は
、
直
接
医
療

機
関
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

*祝日は受診できません。

性別 受診費用
国保負担額 受診者負担

( 8割) 額(2割)

男性 46，000円 36，800円 9，200円

女性 49，000円 39，200円 9，800円

用〕費吾会
開Y〔受
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6月中に手続保育事業
く大洲乳児保育所〉

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
六
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
ま
た

は
各
連
絡
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
六
月
一
日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。
期
限
内
に
現
況
屈
を

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
引
き
続
い

て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分

以
後
の
手
当
の
支
払
が
停
止
さ
れ
ま

す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

六
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か

な
い
場
合
に
は
、
福
祉
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
条
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
福
祉
事
務
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

《
受
給
要
件
》

三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
庶
務
係

ま
で
。宮
@
2
1
1
1
(内
線
1
8
3
)

引

w
x
u
z
u
z
u
v
w
w
v
自
主
w
z
w
v
m
w

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
と

し
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
制
度
化
さ

れ
、
実
施
し
て
い
る
一
時
的
保
育
事

業
を
今
年
も
大
洲
乳
児
保
育
所
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働
・

職
業
訓
練
・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、

原
則
と
し
て
、
平
均
週
三
日
を
限
度

と
し
て
継
続
的
に
家
庭
保
育
に
支
障

が
で
き
た
場
合
、
一
日
を
単
位
と
し

て
、
大
洲
乳
児
保
育
所
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病

・
災

害
・
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
・
一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

預
か
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
児
童

0
才
児
か
ら
就
学
前

児
童

O
保
育
時
間
八
時
三
十
分
か
ら
十

七
時
ま
で

平
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時

ま
で
、
土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で
延
長
保
育
も
可
能
で
す
。

O
利
用
料
一
人
に
つ
き

一
日
千
円

利
用
し
た
い
人
は
、
大
洲
乳
児
保

育
所
(
宮
@
4
4
1
8
)
ま
た
は
、

大
洲
市
福
祉
事
務
所
(
宮
@
2
1
1

1
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

干
歳
、
ガ
ス
タ
ー
ト
国
民
年
金

学
生
も
加
入
し
ま
す
/

ーー可日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
学
生
の
人
も
二
十
歳

に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
決
し
て
安
全
な
も
の
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
の
事
故
や
自

動
車
や
バ
イ
ク
で
の
交
通
事
故
な
ど

学
生
生
活
に
お
け
る
事
故
は
年
々
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
私
だ
け
は
大
丈

夫
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に

国
民
年
金
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
あ

銃
砲
力
剣
類
登
録
の
お
知
ら
せ

銃
砲
万
剣
類
の
登
録
鑑
定
を
次
の

と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
銃
砲
万
剣
類
を
発
見
し
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
万
剣
類
発
見
届
を

発
見
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生

活
安
全
課
に
提
出
し
、
万
剣
類
発
見

届
出
済
証
の
交
付
を
受
け
、
発
見
者

(
所
有
者
)
自
身
が
銃
砲
万
剣
類
を

持
参
し
、
登
録
手
続
を
し
て
く
だ
さ

、ν{
日
時
}

毎
月
第
三
水
曜
日
(
祝
日
の
場
合

は
翌
日
)

-
万
剣
類

・
銃
砲
類

午
後
一
時
j
午
後
四
時

午
後
三
時
j
午
後
四
時

る
の
で
す
。

ま
た
、
学
生
の
皆
さ
ん
も
や
が
て

は
老
後
を
迎
え
、
年
金
生
活
に
入
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
受
け
る

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で
の
四
十
年
間
加
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
満
額
の
年

金
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。二
十
歳
に
な

っ
た
日
が
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
日
に
な
り
ま
す
。

万
一
の
た
め
、
ま
た
老
後
の
た
め

に
備
え
て
、
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
忘

れ
ず
に
住
民
登
録
し
て
い
る
市
町
村

役
場
の
国
民
年
金
係
で
加
入
手
続
き

を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

{
場
所
}

愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

松
山
市
北
持
田
町

二
二
九

二

宮

0
8
9
・
9
3
3
・
1
3
6
9

{
持
参
す
る
も
の
}

V
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
・
当
該

銃
砲
万
剣
類
・
印
鑑
・
身
分
証

明
書

(
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
)
・
手
数
料
一
件
に

つ
き
五
九

O
O
円
(
登
録
証
再

交
付
手
数
料
は
三

0
0
0
円
)

※
銃
砲
万
剣
類
は
発
見
時
の
状
況

の
ま
ま
持
参
の
こ
と
。

{
お
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

宮

0
8
9
・
9
3
4
・
3
2
2
9

7 
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訳

聴
覚
障
害
者
の
市
役
所
で
の
相
談

手
続
き
等
に
お
け
る
意
志
の
疎
通
を

容
易
に
す
る
た
め
に
、
平
成
九
年
四

月
よ
り
福
祉
事
務
所
へ
「
手
話
通
訳

者
」
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
成
九
年
度
か
ら
新
規
事
業
と

し
て
実
施
す
る
「
障
害
者
社
会
参
加

促
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
設
置
し

た
も
の
で
、
こ
の
事
業
で
は
他
に

「
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
」
「
手
話
通

訳
者
・
点
訳
奉
仕
員
・
朗
読
奉
仕
員
・

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
」
「
点

字
広
報
等
発
行
事
業
」
身
体
障
害
者

の
た
め
の
「
自
動
車
運
転
免
許
取
得

助
成
事
業
・
自
動
車
改
造
助
成
事
業
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
」
で
は
、

大
会
等
の
各
種
行
事
、
公
的
な
研
修

会
等
で
の
手
話
通
訳
が
必
要
な
場
合

ゃ
、
公
的
機
関
・
医
療
機
関
へ
の
付

し

き
添
い
と
し
て
手
話
通
訳
が
必
要
な

場
合
、
手
話
通
訳
者
を
申
請
に
よ
り

派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
点
字
広
報
等
発
行
事
業
」
で
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
を
し
て
、

点
字
ま
た
は
録
音
テ
l
プ
に
よ
る
広

報
等
の
発
行
を
行
い
、
視
覚
障
害
者

へ
の
行
政
情
報
の
提
供
を
促
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
各
奉
仕
員
養
成
講
座
」
に
つ
い

て
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
を

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
各
講
座
へ
の
市
民
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

A

マ
お
問
い
合
わ
せ

福
祉
事
務
所
障
害
福
祉
係

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
1
8
7
)

各
奉
仕
員
養
成
講
座
に
つ
い
て
は

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で

E
@
3
5
0
9
 

こ
れ
だ
け
は
お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い

「
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」

左
手
を
に
ぎ
り
親
指
を
上
に
向
け
る
。

V

て
の
左
手
の
甲
を
右
手
で
二
固
た
た
く
。

頭
を
下
げ
な
が
ら
、
片
方
の
手
を

顔
か
ら
下
に
少
し
動
か
す
。

子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意
/

大
洲
消
防
署
管
内
で
発
生
す
る
火

災
の
原
因
の
な
か
で
、
意
外
に
多
い

の
が
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
も
の
で

す。
火
遊
び
を
な
く
す
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
o

v
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
を
子
供
の
手

の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い

火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
て
遊
ん
で

い
る
と
き
起
き
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
日
頃
か
ら
子
供
の
目
に
触
れ

な
い
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、つ。

V
子
供
に
火
の
恐
ろ
し
さ
を
教
え
る

子
供
は
好
奇
心
が
強
く
、
火
に

対
す
る
興
味
も
強
い
も
の
で
す
。

家
庭
で
火
の
怖
さ
を
教
え
、
正
し

い
火
の
取
扱
い
に
つ
い
て
も
年
齢

に
合
わ
せ
教
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
o

v火
遊
び
を
見
掛
け
た
ら
そ
の
場
で

注
意
す
る

火
遊
び
を
し
て
い
る
子
供
を
見

掛
け
た
ら
、
そ
れ
が
他
人
の
子
供

で
あ
っ
て
も
そ
の
場
で
や
め
さ
せ

る
よ
、
つ
に
し
ま
し
ょ
、
っ
。

世母

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

じ

ん

け

ん

き

ょ

う

い

〈

こ

〈

れ

ん

ね

ん

人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
+
年

「
人
権
教
育
拘
仕
め
の
国
連
十
年
」

が

一
九
九
五
(
平
成
七
)
年
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
一
オ
7

ゼ
カ
し

く

に

掴

連

以

ハ

う

い

[

井

堺

句

吋

ん

叫

ん

よ

初

酒
同
ザ
い
激
育
、
訓
練
い
」
旦
指
い
つ情

報
提
供
を
通
じ
て
、
加
織
の
潜
汲
だ

け
で
な
く
、
人
曜
特
保
満
い
促
福
し
し

て
い
く
た
め
の
技
織
は
態
度
を
育
む

で

μに
よ
わ
て
、
世
界
中
に
「
仇
権

文
化
」
を
築
い
て
い
こ
、
之
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
せい一
切
九
六

(
平
減
収
」
年
十
二
月
よ
故
前
少
げ
のい

一r
m
w住
僧
を
い
伊
ま
え
児
湾
政
均的
祖
刊

行
動
計
画
に
基
づ
く
施
策
(
中
間
ま

と
め
)
が
示
さ
れ
ま
し
こ
。

き

同

人

て

き

カ

入

方

B

カ
犬

そ
こ
で
の
窪
み
的
注
湾
、
ぇ
方
と
し

て
、
人
権
の
擁
護
、
促
進
初
た
め
に

は
、
そ
も
砕
い
防
人
津
よ
は
何
妙

μか

わ
戸
」
ル

ι1
詑
各
川
い
が
理
解
し
、
ド
日
仏
擁
福

重
の
意
識
を
高
め
る
こ
法
的
唾
壊
で

訪
一
枚
〈
人
権
教
育
は
、
咽
取
抱
強
加

協
力
し
て
進
め
る
べ
き
基
体
物
課
題

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
憲
法
の
定

そ
人
ち
ょ
う
吋
ん
そ
く
左
よ

め
九
湛
一
邦
制
以
権
の
尊
重
拘
源
測
汲

び
国
軍
行
動
計
画
な
ど
の
国
際
文
書

し

ゅ

し

も

と

土

く

に

の
趣
旨
に
湛

P
き
、
我
が
固
に
暗
い

片
山
人
権
沈
泊

mrrいも
弘
知
一
品
揚
特

沼
化
一
に
割
減
つ漸
鈎
拡
湖
、
特
別
報
わ

提
棋
努
力
を
積
極
的
に
行
い
、
同
和

問
題
托
以
比
初
、
以
権
問
題
に
か
か

わ
る
重
要
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が

8 
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人
権
と
同
和
教
育

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

と

り

く

み

こ

く

み

ん

犬

ょ

う

の
取
組
を
通
じ
て
、
国
民
の
多
様
ほ

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
尊
重
さ
れ
、
真

aw
，

人

わ

し

，

A

川町
J
八

』

一

ム
刀

に袖一
一哩か
で
ゆ
と
り
の
あ
る
人
権
国
家

の
実
現
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

劫
げ
わ
ゆ
る
場
を
通
じ
た
以
擢
教
育

の
推
進
に
あ
坑

h
て
は
、
出
汁
披
教
育

片

ρ必
め
い
い社
会
教
育
、
企
業
そ
の

加
し
般
社
会
に
お
け
る
人
権
教
育
が

考
え
あ
れ
法
け

ιい
く
れ
凶
曜
に
沙
か
わ

り
の
繰
ぃ
滑
定
の
職
業
に
氏
簿
礼
「
て

か
回
習
に
対
し
て
の
取
唱
、
相
修
の

充
実
に
努
め
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す

γ
、か
だい

いさ
右
に
、
重
要
事
時
と
U
ザペいい
や女

地
い
も午
た
も
、
高
齢
者
ト
指
害
者
、

洞
湘
澗
題
い
か
ん
バ
~
ほ
め
以
%
ゆ
川
八
鼻
、

外

回

収

九

し
ょ

H
I
W感
漁
者
、
洲
崎
川
終

叫んベザ外
出
開
札
杭
人
に
対
す
る
偏
見
、

差
別
の
除
去
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
写
れ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
次
号

か
九
掲
識
し
ま
す
)

私
達
は
、
人
権
に
わ
f
わ
て
は
こ
う

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
頭
で
は
わ
か
っ

巳
つ
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん

叫
ん
っ

d
W
4
で
も
そ
の
実
、
不
十
分
な

面
が
多
々
あ
り
ま
す
。

￥
~
ド
ト
穴
ん
坪
減
仏
汗
一
吐
い凋叫
μ
七ー泊

の
池
誠
改
善
忍
保
協
議
会
意
見
具
申

の
一
部
め
ざ
[
平
制
の
な
い
と
こ
ろ
に

人
権
は
存
在
し
得
な
い
」
、
「
人
権
の

な
い
と
こ
ろ
に
平
和
は
存
在
し
得
な

こ
と
ば
;

d

お
も

一
'

ーお

;

ぃ
ト
と
い
、
均
一信葉
を
思
炉
問
地
こ
し
、
い

お
互
い
が
気
持
ち
ょ
以
牲
活
し
、
生

き
る
た
め
の
人
権
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。
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4月6日(日)砂
愛媛県下春季弓道

選手権大会n観光さ
ぐらまつりの協賛行

事とレで行われ示レ

だ。会場と怠つだ総

合体育館弓道場lこ(eJ:

県内の大学生、社会

人Lうn集まL/腕き競
いましだ。

‘3月31日(月)
肱川の桝形修景護岸整備で民間の声

n反映されだごとを顕彰レ、市内の民
間8団体で組織す~ r大洲まちづくり

ネVトワーウJh'1う桝田市長!こ記念の

切り紙絵n贈呈されぎレ定。
4月6日(日)砂

西大洲の県道で交通安全地蔵堂改築

を記念レで、交通茶屋n開h'れまじだ
久米小学校の児童約50人ち参加レ、安
全運動のパ〉フレ、γト、飲み物主主どを

配付レ、安全運転ゃうートペ/しトの着

用き呼びh'けまレだ。

4月23日体)砂

初めて市内(2就職しだ人き対象(2新 B

就職者激励大会n開h'れまレだ。約170
人n出席し、新就職者室代表レで、大
野敦さんと門田友希ざんげ誓いの言葉

き述べ吉正レだ。

‘4月29日伏)
第3田市民の森記念植樹n行われま
レた。今年(eJ:大洲商工会議所創立50周
年記念の(~介、長寿、結婚、誕生、入

学ちどの祝事の記念(242本のキンモウ
セイややブ、γパキn植え，1うれまレた。

‘4月19日(土)
西大洲の丘陵地域

(2 rフラワーパーっ

すi加でずJnオーブン
レ、多ぐの家族連れ

で(2ぎわいました。

各種記念イベントモラ

行われ、移動動物園

のポ二一体験コーナ

-(2(eJ:、子供たちの

長い行列nできまレ

‘4月フ日(月)
満開の桜の下で、

カラオケのど自慢大

会n行われました。
出演者(eJ:、思い思い

の曲iこのぜ自慢のめ

どさ披露していまレ

だ。
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博
物
館
で
は
、
ふ
る
さ
と
見
開
講

座
の
受
講
生
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま

す。
郷
土
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
つ
い

て
、
現
地
研
修
や
体
験
学
習
を
通
し
て

学
ぶ
講
座
で
す
。

本
年
度
は
、
次
の
講
座
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

V
愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館
見
学

伊
時

b
s切
ゆ

v
v
m捗
伊

9
m渉
伊
場
伊
妙
。
。
旬
。
伊
ゆ

ψ
0
0
0
0ゆ
旬
。
。
砂
切
ゆ
伊
ゆ
伊
附
@
ゆ
@
ゆ

0
0伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ

m
v
v
o
o
o伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ

0
0
0
0旬
。

ωvmωv旬
伊

0
0
9
0
0
0
0
M
V
O
ω
v
"。

新

谷

町

芝

田

み

ど

り

金

一
封
(
八
多
喜
地
区
社
協
へ
)

金

一
封
(
ロ
ビ

1
展
収
益
金
の

一
部

を

八

多

喜

町

大

塚

博

則

肱
北
地
区
社
協
・
肱
北
公

民

館

へ

)

金

一

封

(

肱

南

地

区

社

協

へ

)

中

村

肱

北

婦

人

会

大

洲

(

故

)

深

田

フ

サ

コ

金
一
封
(
パ
ザ
l
収
益
金
の

一
部

を

肱

金

一
封

(
三
善
地
区
社
協
へ
)

北
公
民
館
へ

)

春

賀

西

本

栄

子

中
村
七
宝
焼
教
室
(
代
)
丸
山
佳
子
(
物
品
の
口
座
)

金
一
封
(
パ
ザ

l
収

益

金

の

一

部

を

肱

置

時

計

一
個

(
と
み
す
寮
へ
)

北

公

民

館

へ

)

宇

和

川

松
本
喜
代
香
他
四
名

中

村

料

理

教

室

一
木

会

温

か

い

善

意

を

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

金

一
封

(

菅

団

地

区

社

協

へ

)

ま

し

た

。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

十
円
呂
田
町

二
宮

い

た

だ

き

ま

す

。

金

一

封

(

八

多

喜

地

区

社

協

へ

)

大

洲

市

社
会
福
祉
協
議
会

八
多
喜
町
須
内

金

一
封
(
平
地
区
社
協
へ
)

徳

森

松

田

大
洲
郵
便
局
か
ら
の

お

知

ら

せ

平成10iF2月
2日かり

郵{更番号が7
けたlこ/

口口口一口口口口

口口口-口口

皆
様
に
は
、
平
素
、
郵
便
局
を
ご
利

用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。さ
て
郵
便
事
業
で
は
、
お
客
様
に
な

る
べ
く
安
い
料
金
で
郵
便
を
ご
利
用
い

た
だ
く
た
め
、
作
業
の
機
械
化
、
運
送

シ
ス
テ
ム
の
改
善
等
効
率
的
な
事
業
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
郵
便
事
業
で
は

三
月
三
十
一
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

金

一
封

田

口

武

田

信

昭

金

一
封

春

賀

谷

本

ト

キ

子

金
一
封
(
寄
付
金
)中

村

中

野

正

光

(
指
定
配
分
)

金

一
封
(
菅
田
地
区
社
協
へ
)

青
田
町

西

岡

寛

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

松
山
市
本
橋
折
口
朗

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

若

宮

平

団

長

伸

金

一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

町

谷

岡

平
成
十
年
一
一
月
か
ら
七
け
た
の
新
郵
便

制
度
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。
新
郵
便

番
号
制
度
の
導
入
は
、
低
廉
な
郵
便
料

金
を
で
き
る
だ
け
長
く
維
持
す
る
た
め

に
も
是
非
必
要
な
も
の
で
す
の
で
、
そ

の
実
施
の
際
は
、
ご
協
力
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
当
区
内
の
新
郵
便
番
号
は
、

郵
便
局
の
窓
口
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
o

-誕

高

V
今
治
・
小
松
歴
史
研
修

V
面
河
の
自
然
観
察

V
瀬
戸
町
三
机
探
訪

V
宇
和
島
城
散
策

V
し
め
縄
作
り

O
募

集

期

限

六

月
十
五
日

(
日
)

O
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

大
洲
市
立
博
物
館
ま
で

(
包

@
4
1
0
7
・
月
曜
日
休
館
)

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

展

示

情

報

V
大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
写
真
展

6
月
3
日
ω
i
6
月
刊
日
ω

V
も
め
ん
の
会
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

6
月
日
日
嗣

j
6
月
日
日
間

V
大
洲
市
立
博
物
館
植
物
写
真
展

6
月
げ
白
川
W
1
6
月

m日
間

※
休
館
日
毎
週
月
曜
日

展
示
に
つ
い
て
は
変
更
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。
前
も
っ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館8
@
1
2
8
1
 

安
友

貞
雄

政
吉

岳
信

平
成
九
年
度

生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

ー
会

員

募

集

!

大
洲
市
立
図
書
館

v
l
回

5
月
お
日
(
水
)

古
文
書
解
読
郷
土
関
係
古
文
書

講

師

芳

我

一

章

先

生

V
2
回

6
月
白
日
(
水
)

郷
土
の
偉
人
中
江
藤
樹

講

師

窪

祥

一

先

生

V
3
回

7
月
お
日
(
水
)

古
文
書
解
説
郷
土
関
係
古
文
書

講

師

芳

我

一
章
先
生

V
4
回

8
月
幻
日
(
水
)

郷
土
の
偉
人
中
江
藤
樹

講

師

窪

祥

一
先
生

V
5
回

9
月
羽
田
(
水
)

古
文
書
解
説
郷
土
関
係
古
文
書

講

師

芳

我

一
章
先
生

V
6
回
目
月
白
日
(
水
)

読
書
案
内
お
す
す
め
し
た
い
本

講

師

楠

崎

倭

子

先

生

V
7
回
目
月
初
日
(
水
)

郷
土
の
文
化
財
大
洲
の
埋
蔵
文
化
財

講

師

稲

田

賓

留

先

生

V
8
回

1
月
出
白
(
水
)

古
文
書
解
読
郷
土
関
係
古
文
書

講

師

芳

我

一
章
先
生

V
9
回

2
月
お
日
(
水
)

親
子
読
書
本
に
親
し
む

講
師

三
瀬

和

子

先

生

V
叩
回

3
月
四
日
(
水
)

郷
土
の
歴
史
大
洲
務
船
い
ろ
は
丸

講

師

村

上

恒

夫

先

生

女
場
所
大
洲
市
立
図
書
館

大

時

間

午

前

9
時
却
分
j
日
時
叩
分

食

会

費

無

料

(
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

図
書
館
へ
岱

@
4
4
1
9
)

10 

図書館

六
月
新
刊
案
内

読

書

カ

を

つ

け

る

阿

部

謹

也

著

江
戸
風
流
「
食
」
ぱ
な
し
堀
和
久
著

い
い
女
は
「
生
き
方
」
な
ん
か
こ
だ
わ

ら

な

い

松

原

惇

子

著

名
僧
た
ち
の
人
づ
く
り
大
法
輪
閣
編
集
部
編

卯
分
で
わ
か
る
古
代
史
の
読
み
方

古
代
史
研
究
グ
ル
ー
プ
郎
編
著

北

朝

鮮

の

旅

畑

中

康

雄

著

事

典

東

南

ア

ジ

ア

弘

文

堂

国
家
は
誰
が
守
る
の
か
岡
崎
久
彦
著

一
雇
用
に
お
け
る
男
女
平
等
と
は
川
口
和
子
著

生

命

の

記

憶

布

施

英

利

著

ひ
ざ
の
痛
み
を
と
る
本
黒
海
尚
著

建

築

家

へ

の

道

吉

田

研

介

編

花

び

ら

染

め

箕

輪

直

子

著

花

の

道

草

嵐

圭

史

著

お
母
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
と
文
書

新
星
出
版
社
編
集
部
編

勇

将

後

藤

又

兵

衛

黒

部

亨

著

霧

の

橋

乙

川
優
三
郎
著

新

・

平

妖

伝

鳥

海

尽

三
著

海

神

の

晩

餐

若

竹

七

海

箸

ス
ト
l
カ
1

多
国
洋

一
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

女
た
ち
の
ジ
ハ

l
ド

篠

田

節

子

著

み
ん
な
い
っ
て
し
ま
う
山
本
文
緒
著

聖

な

る

春

久

世

光

彦

著

モ

ノ

欲

し

い

女

酒

井

順

子

著

笑

い

の

研

究

井

上

宏

・

他

著

ハ
リ
l
の
探
偵
日
記

A
・
ペ
ド
ラ
ザ
ス
著

ニュ

l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
、
ょ
う
こ
そ

R
・
イ
ェ

l
ガ
1

著

.
第
幻
回
課
題
図
書

「ぼ
く
の
村
に
サ
ー
カ
ス
が
き
た
」

他
叩
冊



6月号広報ああず '97

伊
予
の
小
京
都

大
洲
を
撮
ろ
う
グ

大
洲
商
工
会
議
所
で
は
、
創
立
五
十

周
年
を
記
念
し
て
、
大
洲
の
四
季
フ
ォ

ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

四
季
折
々
に
表
情
を
変
え
る
大
洲
の

自
然
、
う
か
い
、
い
も
た
き
、
花
火
大

会
の
ほ
か
古
い
建
物
や
城
跡
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
ア
ン
グ
ル
で
写
真
に
お
さ
め

て
、
ぜ
ひ
ご
応
募
下
さ
い
。

募
集
期
間
及
び
要
領
は
次
の
と
お
り

で
、
入
賞
作
品
は
将
来
大
洲
の
観
光
ポ

ス
タ
ー
や
絵
は
が
き
、
観
光
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
写
真
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

【応
募
期
間
】

平
成
九
年
六
月
一
日
か
ら

平
成
九
年
八
月
三
十

一
日
ま
で

【題
材
】

大
洲
の
四
季
(
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
絵

は
が
き
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
)

【作
品
サ
イ
ズ
}

・
カ
ラ
l
(
一
人
三
点
以
内
)

-
四
ッ
切
又
は
ワ
イ
ド
四
ッ
切
(
カ

ラ
l
限
定
、
パ
ネ
ル
台
紙
な
し
)

【送
り
先
】

大
洲
商
工
会
議
所
(
大
洲
市
大
洲
六

九
四
の

一
・
8
@
4
1
1
1
)

【
締
切
】

平
成
九
年
八
月
三
十
一
日
(
必
着
)

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

山
荘
画

廊

包

@
6
6
6
3
ま
で
。

人
権
擁
護
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

六
月

一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

日
本
が
戦
後
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
と
き
、

何
よ
り
も
ま
ず
国
民
の
基

本
的
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
が
深
く
求
め
ら
れ
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
を
基
調
と
し
た
日
本
国

憲
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
に
、
昭
和
二

十
三
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人
権

擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら
れ、

翌
二
十

四
年
六
月

一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る

人
権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で

す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
始

ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送

る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互

い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
ま
し
ょ
う
。

つ
く
ろ
う
f

ク
リ
ア
な
電
波
環
境

城戸 電業 社

ft25-2944 
久保鉄工 所
ft26-0537 
側土居鉄工 所

ft24-4519 
(有)ア サ ノ設 備

まま 24 -0 7 8 3 
傭)南予水道住設

ft25-1350 
佐藤水道庖

ft24-4410 
(有)星 加水道設備
ft26-0020 
上申建設(鮒

ft24-5914 
徳森設備

ft25-4023 
滝 田 商庖
会 25 -0 9 0 1 
(有) 丸 電工業

ft24-5351 
西田水道庖

ft26-0265 
備)三原設 備

ft24-3783 
淳 山水道工事庖

ft24-2583 
(有)いの水道設備

ft24-2216 
伊予屋住設

ft24-2541 
(有)内田電気水道設備

ft25-2858 
岡福水道工事庖

ft24-3656 

6月1日(日)

6月7日出

6月8日(日)

6月14日出

6月15日(日)

電
波
利
用
保
護
旬
聞
は

六
月
一
日
j
十
日

(
暮
ら
し
の
中
に
広
が
る
電
波
利
用
)

電
波
は
自
に
見
え
ま
せ
ん
が
、
公
共

的
な
分
野
や
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携

帯
電
話
と
い
っ
た
身
近
な
も
の
ま
で
に

利
用
が
進
み
、
私
た
ち
の
生
活
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

(
電
波
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
)

電
波
は
、
石
油
や
石
炭
と
同
じ
よ
う

に
、
有
限
な
天
然
資
源
で
す
。
一

人
で

も
多
く
の
人
が
電
波
の
恩
恵
を
受
け
ら

6月21日出

6月22日(日)

6月28日出

6月29日(日)

れ
る
よ
う
に
電
波
利
用
の
ル

1
ル

(
電

波
法
)
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

(私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
不

正
無
線
局
を
な
く
レ
ま
し
ょ
う
)

国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
無
線
通

信
や
、
家
庭
内
の
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
な

ど
に
種
々
の
混
信
妨
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
混
信
妨
害
の
多
く
は

ル
i
ル
を
守
ら
な
い
不
法
無
線
局
か
ら

発
射
さ
れ
る
電
波
に
よ
る
も
の
で
す
。

も
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
障

害
な
ど
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
で
し
た
ら
、
次
の
と
こ
ろ
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

松
山
市
宮
田
町
八
五

郵
政
省
四
国
電
気
通
信
監
理
局

8
0
8
9
・
9
3
6
・
5
0
5
1

x会
4月末までの

大洲市内の交通事故

4月末現在 昨年同期

件数 9 1 7 4 

負傷者 119 9 2 

死者 2 l 

し
な
い

・
さ
せ
な
い

ク
ル
マ
の
不
正
改
造
円

運
輸
省
で
は
、
暴
走
行
為
や
過
積
載

運
行
を
助
長
す
る
よ
う
な
不
正
改
造
車

を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
関
係
省

庁
、
自
動
車
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
ヶ
月

間

「不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」

を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
荷
台
を
不
正
に
改
造
し
た
ダ

ン
プ
カ
ー
や
車
体
が
極
端
に
低
く
な
る

よ
う
に
改
造
さ
れ
た
乗
用
車
な
ど
不
正

改
造
車
は
、
道
路
交
通
の
秩
序
を
乱
す

と
と
も
に
、
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚

染
、
騒
音
な
ど
の
環
境
問
題
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
な
ど
、
社
会
的
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
不
正

改
造
車
の
街
頭
で
の
取
り
締
ま
り
ゃ
関

係
事
業
車
に
対
す
る
指
導
な
ど
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
不

正
改
造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
排
除
に
ご
協
力

下
さ
い
。

不
正
改
造
に
関
す
る
情
報
・
相
談
・

お
問
い
合
せ
は

四
国
陸
運
局
愛
媛
陸
運
支
局
整
備
課

8
0
8
9
・
9
5
6
・
1
5
6
1

/、 区割 圃

E業.
日統・

翌計-
~調・
窒査・
庁也

し
ま
す

国
指
定
の
商
業
統
計
調
査
が
六
月

一
日
を
基
準
と
し
て
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

【調
査
対
象
}

す
べ
て
の
卸
売
・
小
売
業
の
商
庖

【お
問
い
合
わ
せ
}

大
洲
市
企
画
調
整
課

8
@

2
1
1
1
(内
線
3
7
9
)

11 



i
l
l
」
叩

a

一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】

(
愛
媛
県
)

日
時

6
月
9
日
間

叩
時
j
日
時

場

所

市

役

所

三
階
会
議
室

日
時

6
月

初

日

幽

叩

時

i
日
時

場
所
市
役
所
五
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

6
月
日
日
幽
叩
時

1
日
時

場
所
久
米
公
民
館

日
時

6
月
四
日

同

四

時

1
日
時

場

所

市

役

所
三
階
会
議
室

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
木
・
金
曜
日

第

一
・
第
三
火
曜
日

。
法

律

相

談

第

二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

窓
@
5
6
2
9
(直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す

時

間

四

時

j
ロ
時
、
日
時

i
m
時

場

所

大

洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談

室
(
市
役
所
別
館

2
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲
市
福
祉
事
務
所

相
談
ご
と
案
内

I広報おおず '97

保健センターだより

告 24-3775
0乳幼児健康診査o
6月3日ω 平成9年1月生※
6月17日ω 平成7年11月生
6月24日ω 平成6年5月生
※は肱南 ・久米・肱北・ 喜多・

平地区のみ

受付時間 1 3 : 00~ 13:30 

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳・アンケート・

パスタオル(※のみ)

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

日
時

6
月
四
日
同

9
時
j

u
時

場

所

市

役

所

二
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、

g
@
4
2
9
4
(
辻
)

ま
で
【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

6
月

5
日
附
、
四
日
同

日
時

i
m
時

場
所
大
洲
市
商
工
会
議
所

担

当

松

山
商
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時

場
所
大
洲
隣
保
館

包
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
包
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

6
月
日
日
間

9
時

i
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
l
九

8
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

な

や

み

ゼ

ロ

岱

@
7
8
3
0

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す

日

時

毎

日

の

8
時
却
分
j
げ
時

会

@
1
4
1
4

国
立
大
洲
青
年
の
家

担
当

9 : 30~ 10 : 00 
大洲市保健センター

母子手帳・アンケート・

パスタオル

。10か月児育児相談o
6月2日(月) 平成8年7・8月生

肱南 ・久米 ・肱北 ・喜多 ・平地

区のみ

受付時間

実施場所

持参品

|休日|急|患|診療|
6月1日 松元産婦医院(中村)

大洲中央病院(東大洲)

12 

6月15日

(日)

(平日夜間の急患)

月 ・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

まま24 -4 5 5 1 

石川内医院(若宮)

ft24-3306 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

小川|整形医院(三の丸)

ft23-5596 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

中塚内医院(西大洲)

ft24-0606 

大洲中央病院(東大洲)

まま 24 -4 5 5 1 

東大洲城戸眼(東大洲)

ft24-1010 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

6月8日

(日)

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

6
月
日
日
幽

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室
松
山

分
室

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

実
施
日

6
月
5
日
同

市

立

大

洲

病

院

叩

時

j

u
時

仙
味

エ

キ

ス

日

時

却

分

j
m
持

却
分

実
施
日

6
月
ロ
日
附

市
役
所
大
ホ

l
ル

叩

時

j

m
時
叩
分

。健康相談・栄養相談o
日時 6月23日(月)
10 :OO~ 12 : 00 、 1 3 :00~ 1 5 ・ 00

実施場所大洲市保健センター

持参品健康手帳

o成人病検診及び肺がん・結核検診o
6月18日休)・19日(村

大洲市保健センター

6月25日(水) 市民会館
受付時間 9 : OO~ 11 : 00 

13: 00~14: 00 
成人病検診は無料です

肺がん検診の略疾検査

のみ400円です
70才以上の人は無料です

検診料

日

木~日曜日

6月22日

(日)

6月29日

(日)

曜水

(成
分
献
血
)

実
施
日

6
月
お
日
開

喜
多
医
師
会
病
院
日
時
却
八
万
j

M
時

加
分
叩
時
j

U
時

日
時
加
分
j
日
時

日
時
叩
分

i
m
時

却
分

V
歯
の
な
ん
で
も
相
談

日
時

6
月
白
日
同
日
時

1
日
時
受
付

対
象

一
般

料

金

無

料

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

合

@
3
1
6
5

大
洲
保
健
所

市
立
大
洲
病
院

西
田
興
産

大
洲
ホ

l
ム

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は

包

@
4
1
1
ー
ま
で

〈
日
本
語
文
書
処
理
ワ
ー
プ
ロ

3
級
検

定
試
験
〉

試

験

日

受
付
期
間

保
健
所
歯
科
相
談

V
こ
と
も
の
歯
科
相
談

日
時

6
月
お
日
同
日
時
j

H
時
却
分

対

象

乳

幼

児

持
参
品
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、

ル
、
ェ
。フ
ロ
ン

百
円
j
五
百
円

7
月
ロ
日
出

5
月
初
日

i
6
月
四
日

タ
オ

料
金o胃及び大腸がん検診o

6月11日(対八多喜連絡所
6月18日同 ・19日(木)

大洲市保健センター

6月25日(水) 大洲市民会館
受付時間 8 : 00 ~ 1 0 ・ 00

検診料胃がん 900円
大腸がん 400円

70才以上の人は無料です

o婦人がん検診o
実施日 場所

6月5日(木)・ 6日樹
新谷連絡所

6月11日(水) 八多喜連絡所
6月18日(水)・ 19日(木)

大洲市保健センタ-

6月25日制大洲市民会館
受付時間 13 : 00 ~ 1 3 : 30 
検診料乳がん 200円

子宮がん 700円
70才以上の人は無料です
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